
令和４年度
文京区学生と創る
アグリイノベーション事業
概要説明資料

令和５年２月14日（火）

盛岡市 玉山総合事務所 産業振興課



これまでの経緯と本日の成果報告会の趣旨
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これまでの文京区学生と創るアグリイノベーション事業に係る経緯と本日の成果報告会の趣旨は以下のとおりです。

経緯 趣旨

✓ 平成31年２月に東京都文京区と盛岡市とは、歌人の

石川啄木の生誕と終焉の地を縁とした、友好都市提

携を調印いたしました。

✓ これを契機に、より一層相互交流を促進する第一の事

業として、本市玉山地域の農業の高度化・高付加価

値化を目的とした、区内４つの大学との産学官連携事

業である「文京区学生と創るアグリイノベーション事業」

を企画いたしました。

✓ 初年度である令和３年度は、コロナ禍を踏まえながら

各大学の皆様には生産者様等を対象としたオンライン

及び現地でのヒアリング等へ取組んでいただいていたとこ

ろです。

✓ 令和４年度では、継続して、各大学において現地での

ヒアリング及び活動等に取り組んでいただいております。

✓ 今回の成果報告会では、各大学から令和４年度の調

査結果を御報告いただくことで、関係者間の情報共有

を図り、今後の円滑な調査活動に向けた相互交流の

場としたいと考えております。

参考1：石川啄木本人の写真 参考2：啄木一号歌碑



文京区学生と創るアグリイノベーション事業の概要
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① 文京区学生と創るアグリイノベーション事業について

② 盛岡市玉山地域の農業等の現状について

③ 当事業において学生の皆様に期待すること



① 文京区学生と創るアグリイノベーション事業について
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文京区学生と創るアグリイノベーション事業の事業スキームについて
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当事業にて学生の皆さまの交通費及び宿泊を支援させていただくとともに、学習成果の実践の場として盛岡市玉山地域をご提供させていた
だきます。

盛

岡

市
盛岡市玉山地域

【盛岡市】
・抱える農業課題
解決に向けた取組の
推進

【参加大学】
・玉山地域の農業課題
を題材とした、問題解
決型学習の実践の場と
して

移動・宿泊支援

高付加価値化に
向けた取組推進

玉山地域の持続可能な農業

１ 事業概要 ２ 参加大学・盛岡市の連携スキーム

〇事業概要

文京区と盛岡市との友好都市提携を契機とした、
盛岡市玉山地域の基幹産業である農業の高付
加価値化に向けた産学官連携事業。

〇貴学への支援体制

学生の方々の交通費及び宿泊費については、
盛岡市が支援。
※食費や駅・自宅間の交通費等一部自己負担

産業 歴史 文化

地域 営み

農業の視点から見た調査・研究・連携

〇実施期間

令和３年４月１日～令和６年３月31日（３年間）

調査
ニーズ

調査
シーズ

調査ニーズとシーズのマッチング

学生の皆様への 【参加大学】



大学ごとの調査テーマについて
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当事業へは文京区内４つの大学から学生の皆様に御参加いただき、大学ごとに調査テーマを協議の上で選定し、調査・連携を進めていると
ころです。

大学名（50音順） 参加学部

跡見学園女子大学

東京大学

観光コミュニティ学部

農学部

調査テーマ

地域コミュニティデザインの視点から見た、もりおか短角
牛の現状と振興策の検討

・日本型直接支払制度の現状分析と振興策の検討
・大規模水田経営体における農業経営情報システム
を用いた情報管理

参加形式（R4）

ゼミ単位

研究単位

東洋大学 経済学部
新規就農の農業経営体から見る、多角化経営の
分析と将来展望について

ゼミ単位

拓殖大学 商学部・工学部
雁喰豆（黒平豆）の生産から販売までの一連の
工程における課題解決に向けた取組の推進

ゼミ単位



盛岡市から学生の皆様への支援内容について

7

学生の皆様に盛岡市玉山地域へ来盛いただくにあたり、新幹線、宿泊経費及び市中の移動に対して支援させていただくとともに、充実した
調査活動を行っていただくよう、可能な限り各種配慮をさせていただきます。

旅行代理店

①調査研究に向けた
各種情報提供

②来盛日程確定

③
各
種
手
配
の
依
頼

④新幹線・宿泊先の手配

支援対象
➢ 文京区内にキャンパスを設置する大学に在籍する大学生及び大学院生が支援対象としております。

➢ 事業参加は、跡見学園女子大学、拓殖大学、東京大学、東洋大学の４大学になっております。

支援対象経費

➢ 東京駅・盛岡駅間の新幹線費用及び滞在中の移動・宿泊費に対する支援となります。

➢ 視察先へは、こちらで用意する公用車にて移動することを予定しております。

➢ 新幹線チケットは、来盛時期が確定次第、代理店より個別に郵送させていただく予定です。

学生の皆様

【参加大学】



成果報告会の位置付けについて
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本日の「成果報告会」は、下記のとおり位置付けており、今年度の状況報告を発表する場としております。

時　期 内　容 担　当 様　式

事業開始
・　連携推進に必要な情報提供

（随時提供）
市 任意様式

・　事前情報に基づく調査・連携に係る仮説構築 貴学 任意様式

・　リサーチ設計・調査計画書作成 貴学 任意様式

中間報告

【文京シビックセンター

スカイホール】

・　調査状況報告

　　-　現在の調査状況

　　-　仮説の検証・修正

　　-　年度報告に向けたプロセス等

貴学 PowerPoint形式

・　成果発表会報告書（発表用） 貴学
PowerPoint形式

またはpdf形式

・　成果報告書（公表用） 貴学 Word形式

仮説設計

最終報告

【盛岡市

姫神ホール】



年間スケジュールについて
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以下のスケジュールを念頭に、参加大学の皆様と協議の上、当事業を進めてまいります。

1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q

・　参加学生の対象者と人数の確定

・　来盛日程の確定

・　初期仮説の構築

・　調査計画作成

・　現状に対する調査・分析

・　課題の抽出と優先順位付け

・　中間報告

・　次年度以降の計画策定

・　最終報告（成果発表会）

・　報告書作成

・　次年度への引継ぎ

１年度目 2年度目 3年度目
マイルストン

各種

確定

・仮説構築

・計画作成

・現地調査

・結果分析

・課題抽出

・優先順位

・課題設定

報告会

(予定)

・計画策定

成果

発表

会

学生間

の引継

各種

確定

・仮説構築

・計画作成

・現地調査

・結果分析

・課題抽出

・優先順位

・課題設定

報告会

(予定)

・計画策定

成果

発表

会

学生間

の引継

各種

確定

・仮説構築

・計画作成

・現地調査

・結果分析

・課題抽出

・優先順位

・課題設定

報告会

(予定)

成果

発表

会



② 盛岡市玉山地域の農業等の現状について
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玉山地域の基幹的農業従事者数の推移について

出所：農林業センサス 販売農家「年齢別基幹的農業従事者数（自営農業に主として従事した世帯員のうち仕事が主の世帯員数）」（2005、2010、2015年）、
農林業センサス 個人経営体「年齢階層別の基幹的農業従事者数（仕事が主で、主に自営農業に従事した世帯員数）」（2020年）より産業振興課作成 11

2005年から2020年にかけて全体で約32％の主たる仕事として農業に従事される方が減少し、なかでも生産活動の中核を担う15歳から
59歳までの層が約62％減少するなど、農業生産基盤の維持に向けて新規就農者の確保や生産性向上への取組が急務となっています。

POINT！
・基幹的農業従事者の減少により、農業生産基盤の持続可能性が棄損される危機に瀕している。

・後継者不足と著しい高齢化により、担い手不足だけではなく、耕作放棄地の増加等の問題も生じている。
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盛岡市の第１次産業における付加価値額（労働生産性）

出所：環境省「地域経済循環分析用データ（2015年版） 」及び「国勢調査」より 12

盛岡市の第１次産業の付加価値額（労働生産性）は、全国、岩手県及び同規模地域と比較して相対的に低い傾向にあります。この状
況を改善しなければ、農業生産者の生産にかける労力・尽力が適正に還元されず、生産意欲の低下や後継者不足に一層の拍車をかける
ものと認識しております。
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／
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盛岡市 全国 岩手県 同規模地域（10万人以上～30万人未満）※地方圏の平均

従業者１人当たり付加価値額（労働生産性）

POINT！
近しい環境下に
ある岩手県全体
と比較しても、盛
岡市の第１次
産業の労働生
産性は相対的
に低い。



盛岡市の産業構造について（2016年 売上高（企業単位））

出所：総務省・経済産業省「経済センサス－活動調査」再編加工
13

第３次産業主体である盛岡市の産業構造の中で、農業・林業分野の売上高が産業全体の売上高に占める割合は約1.0％と、岩手県全
体の平均と比較しても相対的に低い傾向にあります。しかしながら、盛岡市は県内最大の消費地であり、かつ、北東北３県の交通の結節点
でもある特徴を活かして、玉山地域の農業の労働生産性向上や生産物の高付加価値化を実現することができれば、本市の農業は売上高
の拡充ができるポテンシャルはあるものと認識しております。

盛岡市－

1.0％

1.6％

0.3％

盛岡市売上高
（企業単位）

合計
2,452,164百万円



玉山地域の農業の抱える課題について
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玉山地域は中山間地域に該当し、山間傾斜地が多く農業集約が困難なため、平地の農地と比べて農業生産性や農業所得が低い傾向に
あります。今後も地域農業が生活基盤として存続し、農業が基幹産業として維持・発展していくためには、高付加価値化や労働生産性の向
上に向けた取組をより一層推進する必要があります。

平地の農地と比較して、圃場が小区画・分散・多筆な傾向にあるなど条件的不利
が多い。

第１次産業から第３次産業までの産業間連連携が乏しく、付加価値創出に向けた
取組が不足している。

中山間地域という
地域特性における
課題

1

2

A

産業構造的課題B 1

2

高収益化に向けた
取り組みにおける
課題

C

農業条件の不利性等から先進的技術の導入や農地集積化等の取組みのハードルが
高く、農業生産性が低い傾向にある。

人口に対する東京圏への転入超過割合がワースト１と、各産業の生産活動の中核
を担う人材の母数が減少している。

６次産業化による商品開発等、高収益化に向けて挑戦する意欲的な農業者はいるが、
農作業と並行し取り組む時間的余裕がない・収益化が図れていない等の理由により、
地域全体の取組みとして波及できていない。

1

基幹的農業従事者の高齢化率が平地の農地と比較し高い。
（基幹的農業従事者の高齢化率：平地 36％、中山間 45％、山間 51％）

3

旧盛岡市域と旧玉山村域で所管する農協が異なるため、市全体として農業施策
が２本立てとなってしまっている。

3



文京区学生と創るアグリイノベーション事業が玉山地域の農業に果たすべき役割

出所：産業振興課にて作成 15

文京区内４つの大学との産学官連携事業にて、フィールドワーク等の地域調査や大学の有する専門的な知見から、農業課題の要因分析
や課題解決手段の実現に向けた取組を通じて、玉山地域の農業の活性化を推進してまいります。

意欲的な担い手への支援
地域農業の

生産性等の向上

地域農業の

産業競争力強化

玉山地域の農業の

持続可能性の向上

農業課題と大学の調査シーズのマッチングによる課題解決

地域調査 課題検証
農業課題の解決・
農業の未来の検討

課題抽出 仮説構築・検証 仮説実証 成果の公表

社会課題
+

解決手段の明確化
➢ 地域の現状
➢ 地域の強み・弱み
➢ 地域の想い 等

もりおか短角牛の振興策に
係る調査・連携

雁喰豆の振興策に係る
調査・連携

玉山地域の日本型直接支
払制度に関する調査研究

新規就農者の経営体分析
に係る調査・連携

跡見学園女子
大学

拓殖大学

東京大学

東洋大学

①仮説構築

②検証

③実証

高生産
性・高付
加価値化
に向けた
取組の推
進

文京区学生と創るアグリイノベーション事業の実施スキーム

１年ごとのＰＤＣＡサイクルで３年間の研究を深堀していくことを想定している。



③ 当事業において学生の皆様に期待すること
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当事業において学生の皆様へ期待すること

17

玉山地域が抱える農業分野の課題を題材として、これまでの学習成果の実践の場として実習・検証いただくとともに、地元関係者との積極
的なコミュニケーションを通じて、地域農業の未来について地域の当事者が考える機会になればと思っております。

地域外からの視点

keyword

01
既成概念に捉われない

自由な発想

keyword

02
玉山地域への
興味関心の醸成

keyword

03

✓ 日本の最も大きな消

費地である、東京都

の消費者の視点から

見た玉山地域農畜産

物の価値の再定義。

✓ 他の産地と比較した

場合の、玉山地域の

農業課題の洗い出し。

✓ 既成概念に捉われな

い、学生ならではの

自由な発想から得ら

れる、玉山地域の

農業への示唆。

✓ 学生とのコミュニ

ケーションから得ら

れる先端知識等の

農業者への知的な

刺激。

✓ 当アグリイノベー

ション事業を通じて、

玉山地域に対して興

味関心を持っていた

だけたらと思ってお

ります。

出所：産業振興課にて作成
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来年度も盛岡市にてお待ちしております！
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